
43

28
27

6
33

3047

49

48

47

28

12

12

37 38

25

40

〒

都電

東尾久三

町屋二

39

23

26

56 59

20

18

三菱電機ビル
テクノサービス

マークス
タワー

赤札堂

7

荒
川
七

535557

荒
川
二

荒
川
中
央
通
り

4

33
35

明治通り

日光
街
道

藍染
川通
り

荒川西中央通り

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

12

33

31 15

19

18

13
8

9

み
ず
ほ
銀
行

39

1

第三峡田・小
文

新三
河島

三　河　島

JR常磐線

南
千
住

宮地
ロータリー

4
17

18

36

19

40

NTT荒川

大関横丁 浄閑寺

宮入り道中

小塚原通り
南千住警察署

町屋駅前

原稲荷御旅所

荒川6丁目ひろば館

文
第七峡田・小

幼 町屋

こ
ば
と
商
店
街

尾
竹
橋
通
り

2日  18時奉遷
3日  8 時発輿

2日  7時宮出し
3日  19時宮入り

2日  14時45分引継ぎ

3日  10時45分引継ぎ

2日  10時45分引継ぎ

2日  8時引継ぎ

3日  15時引継ぎ

素盞雄神社

南
千
住

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

朝
日
信
金

黒
川
学
園

セブンイレブン

アクロスあらかわ

荒川警察署

9：30

14：00

山車人形
壱番 熊坂長範

3日  昼御饌祭
12：30

荒川消防署
荒川区役所

町屋五丁目
町屋六丁目

町屋七丁目
4

3 2 1

荒木田2327
29

32

遊
町屋第三
児童遊園

町屋四丁目

24
23

14 16
7

5

22

遊
町屋第二児童遊園
4

3

19

18
13

1417

町屋三丁目

20 15

19
14

18

5
6

7

11 8

4

5

13

3 6
12

14

7 11

10

町屋一丁目

町屋八丁目
17

16
18

32

33

21

3834

29

2628

12

13

8

14

町屋二丁目
41

42
40

21-3

15-3

10

9
8

荒川七丁目

荒川六丁目

荒川自然公園

町屋

荒川二丁目

遊
児童遊園

卍
荒川四丁目

荒川三丁目

〒荒川郵便局

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

荒
川
区
役
所
前

荒川一丁目

間道睦神
酒所4

47

2

1

32 千住間道

尾
竹
橋
通
り

南千住一丁目

南千住五丁目

南千住六丁目

文
都立荒川工業高

荒川消防署
南千住出張所

三河島公園区役所東

荒川自然公園前

荒川三

荒川八丁目

千住大橋

17

44

富
士
木
材

城北信金

4

3

15

4

32

三ノ輪
　二丁目

20
32

10

11

15 16

南千住二丁目 31

2

日本堤二丁目

明治通り

南千住

三ノ輪一丁目

三ノ輪

東日暮里一丁目

東日暮里二丁目

東日暮里三丁目

58

42

43

41

4

6

5

3 42

44

45

45

1

2

34

35

西日暮里一丁目

城北信金

三河島稲荷

慈眼寺

関川病院前

サン
クリニック

青色申告
会館前

荒川外科肛門科医院

あらかわエコセンター

花の木

日産
レンタカー
日産
レンタカー

南千住七丁目

6

都電三ノ輪橋
南千住仲通り

柳通り

平成三十年

平安時代・延暦十四年創建

東京都荒川区南千住6－60－1
電話 03（3891）8281

http://www.susanoo.or.jp

隅
田
川

ライオンズ
マンション

真昌寺

無
形
民
俗
文
化
財

祝

観音寺

荒
川
区

登 

録

都
電

京成電鉄

渡
御
日
程

 六
月

 
二
日（
土
）
 
御
本
社
宮
出
し 

午
前
七
時

 
 

 

原
稲
荷
御
旅
所
奉
遷 

午
後
六
時

 
 
三
日（
日
）
 
原
稲
荷
御
旅
所
発
輿 

午
前
八
時

 
 

 

御
本
社
宮
入
り
道
中 

午
後
五
時

　
　
奉
納
行
事
 
山
車
人
形 

「
参
番  

稲
田
姫
」

 
 

 

素
盞
雄
神
社
華
道
茶
道
奉
賛
会

 
 

 

素
盞
雄
神
社
天
王
太
鼓
会

神輿振り

渡御行列6月2日（土）

6月2日（土）

6月3日（日）

6月3日（日）

表　　　　3C  金赤　ブルー　K



 

大
　祭
　日
　程

五
月
下
旬  

御
旅
所
清
祓
式
斎
行（
原
稲
荷
）

 
 

稲
田
姫
飾
付
け（
神
楽
殿
）

五
月
三
十
一
日
（
木
）

 

午
後
六
時
三
十
分
 

宵
宮
祭
斎
行

六
月
一
日
（
金
）

 
午
前
十
時
三
十
分
 

例
大
祭
斎
行

 
 

 

本
社
責
任
常
任
・
三
地
区
正
副
委
員
長

 
 

 

総
代
・
祭
禮
委
員
・
来
賓
招
待
者
参
列

 

午
後
六
時 

御
本
社
神
輿
御
神
霊
移
し
斎
行

 
 

 

本
社
責
任
常
任
・
三
地
区
委
員
長

 
 

 

三
地
区
猿
田
彦
命
・
九
番
組
参
列

　
　二
日
（
土
）

 

午
前
六
時
三
十
分
 

御
本
社
発
輿
祭
斎
行

 
 

 

本
社
責
任
常
任
・
三
地
区
正
副
委
員
長

 
 

 

町
屋
地
区
猿
田
彦
命
・
九
番
組
参
列

 
 

 

氏
子
全
町
高
張
提
灯
西
鳥
居
前
集
合

 

午
前
七
時 

《
町
屋
方
宮
出
し
》

 

午
前
八
時 

西
鳥
居
前
《
南
千
住
三
之
輪
方
引
継
ぎ
》

 
 

 

小
塚
原
通
り
・
千
住
間
道
神
輿
振
り

 

午
前
十
時
四
十
五
分
 
千
住
間
道
Ｎ
Ｔ
Ｔ
荒
川
前
《
三
河
島
方
引
継
ぎ
》

 
 

 

千
住
間
道
・
尾
竹
橋
通
り
神
輿
振
り

 

午
後
二
時
四
十
五
分 

都
電
町
屋
駅
前
《
町
屋
方
引
継
ぎ
》

 
 

 

尾
竹
橋
通
り
神
輿
振
り

 

午
後
六
時 

御
旅
所
奉
遷（
原
稲
荷
）

　
　三
日
（
日
）

 

午
前
七
時
三
十
分
 

御
旅
所
発
輿
祭
斎
行

 
 

 

本
社
責
任
・
町
屋
地
区
正
副
委
員
長
・
総
代

 
 

 

町
屋
地
区
猿
田
彦
命
・
九
番
組
参
列

 

午
前
八
時 

発
輿
　
町
屋
地
区
渡
御

 

午
前
十
時
四
十
五
分 

荒
川
六
丁
目
ひ
ろ
ば
館
前
《
三
河
島
方
引
継
ぎ
》

 
 

 

三
河
島
地
区
渡
御

 

午
後
十
二
時
三
十
分 

《
昼
御
饌
祭
斎
行
》
ア
ク
ロ
ス
あ
ら
か
わ

 
 

 

本
社
責
任
・
三
河
島
地
区
正
副
委
員
長
・
総
代

 
 

 

三
河
島
地
区
猿
田
彦
命
・
九
番
組
参
列

 
 

 

渡
御
供
奉
員
昼
食

 

午
後
三
時 

大
関
横
丁
《
南
千
住
三
之
輪
方
引
継
ぎ
》

 
 

 

三
之
輪
南
千
住
地
区
渡
御

 

午
後
五
〜
七
時 

《
御
本
社
宮
入
り
道
中
》

 
 

 

氏
子
全
町
高
張
提
灯
小
塚
原
通
り
集
合

 
 

 

小
塚
原
通
り
神
輿
振
り
・
宮
入
り

 

還
　
　
　
御 

本
社
責
任
常
任
・
三
地
区
正
副
委
員
長

 
 

 

総
代
・
祭
禮
委
員
・
九
番
組
　
手
締
め
　
解
散

 

帰
　
納
　
祭 

本
社
責
任
常
任
・
三
地
区
正
副
委
員
長
参
列

 
 

 
 
 

 
 

　
　
　
　
　
以
　
上

三
地
区
正
副
祭
禮
委
員
長

 

南
千
住
三
之
輪
地
区 

委
員
長 

石

　塚

　昭
一
郎

　殿

 
 

副
委
員
長 

鈴
　
木
　
　
　
誠
　
殿

 
 

 

長
　
澤
　
伸
　
好
　
殿

 
 

 

蛇
　
谷
　
和
　
平
　
殿

 
 

 

菅
　
谷
　
安
　
男
　
殿

 
 

 

杉
　
山
　
六
　
郎
　
殿

 
 

 

小
　
川
　
多
寿
平
　
殿

 
 

 

山
　
上
　
一
　
男
　
殿

 
 

 

青
　
木
　
健
　
志
　
殿

 

三
河
島
地
区 

委
員
長 

久
米
原

　良

　之

　殿

 
 

副
委
員
長 

齋
　
藤
　
隆
　
雄
　
殿

 
 

 

髙
　
安
　
武
　
文
　
殿

 
 

 

石
　
川
　
欽
　
也
　
殿

 
 

 

江
　
田
　
憲
　
勇
　
殿

 
 

 

桶
　
谷
　
輝
　
明
　
殿

 
 

 

田
　
所
　
新
一
郎
　
殿

 
 

 

渡
　
邊
　
常
　
男
　
殿

 
 

 

三
　
浦
　
裕
　
一
　
殿

 
 

 

近
　
藤
　
澄
　
男
　
殿

 
 

 

島
　
田
　
正
　
義
　
殿

 

町
屋
地
区 

委
員
長 

木

　内

　秀

　旺

　殿

 
 

副
委
員
長 

曽
　
根
　
　
　
隆
　
殿

 
 

 

藤
　
本
　
広
　
一
　
殿

 
 

 

萩
　
原
　
一
　
義
　
殿

 
 

 

髙
　
梨
　
一
　
彦
　
殿

御
神
輿
渡
御
行
装

猿
田
彦
命
奉
仕
者

　
　
　
　
　
　
南
千
住
三
之
輪
地
区
　
　
若
　
林
　
　
　
毅
　
殿

　
　
　
　
　
　
三
河
島
地
区
　
　
福
　
田
　
　
　
茂
　
殿

　
　
　
　
　
　
町
　
屋
　
地
　
区
　
　
木
　
内
　
康
　
文
　
殿

　
当
社
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
り
初
め
て
架
け
た
橋
で
あ
る

千
住
大
橋
に
ほ
ど
近
く
、
松
尾
芭
蕉『
奥
の
細
道
』旅
立
ち
の
地

日
光
道
中
初
宿
の
千
住
に
鎮
座
し
ま
す
。

　
天
王
祭
は
、こ
の
往
来
の
盛
ん
な
街
道
の
夏
に
流
行
す
る
疫
病
を
、

激
し
い
神
輿
振
り
に
よ
り
、
御
祭
神
の
神
威
を
よ
り
一
層
振
り
起
こ

し
て
祓
う
悪
疫
退
散
･
除
災
招
福
･
郷
土
繁
栄
を
願
う
祭
禮
で
す
。

　
厳
粛
な
諸
祭
儀
を
経
て
、
氏
子
六
十
一
ヶ
町
は《
祭
》一
色
と

な
り
ま
す
。
三
年
に
一
度
の
御
神
幸
祭
で
は
、
宮
神
輿《
大
･
中
･
小
》

三
基
そ
ろ
っ
た
二
天
の
神
輿
振
り
か
ら
、
家
族
･
仲
間
･
郷
土
の

地
域
共
同
体
意
識
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

《
御
本
社
大
神
輿
》

　
明
治
　
十
　
年
　
　
行
徳 

十
三
代 

浅
子
周
慶
　
調
製

　
昭
和
六
十
三
年
　
　
行
徳 

十
五
代 

浅
子
周
慶
　
修
繕

　
荒
々
し
い
神
輿
振
り
に
よ
り
損
傷
激
し
く
、
大
修
繕
を
行
う
。

昭
和
天
皇
米
寿
の
佳
き
歳
の
五
月
八
日
、
故
事
に
倣
い
千
葉
県

行
徳
よ
り
十
数
艘
の
船
団
を
率
い
て
三
十
数
キ
ロ
に
わ
た
る

船
渡
御
を
古
式
ゆ
か
し
く
斎
行
。

《

　鳳
車

　》

　
大
正
十
四
年
 

君
津 

諸
宮
製
作
所
　
調
製

　
平
成
二
年
 

日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
　
修
繕

　
先
の
大
戦
に
よ
り
激
し
い
損
傷
を
受
け
、
今
上
陛
下
御
即
位

大
典
を
奉
祝
し
、
日
光
東
照
宮
等
を
手
掛
け
る
名
匠
名
工
へ

修
繕
を
依
頼
。
修
繕
完
成
を
祝
し
、
日
光
東
照
宮
御
神
前
に

お
い
て
御
禮
の
神
輿
振
り
を
奉
納
。

《
御
本
社
中
神
輿
》

　
平
成
七
年
 

行
徳 

十
六
代 

浅
子
周
慶
　
調
製

　
大
神
輿
は
、
氏
子
域
の
若
睦
選
抜
に
よ
っ
て
の
み
担
が
れ
る
。

伝
統
を
護
り
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
祈
念
し
、
女
性
や
年
少

の
者
も
担
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
を

奉
祝
し
調
製
。

《
御
本
社
子
供
神
輿
》

　
平
成
二
十
年
 

栃
木 

小
川
政
次
　
調
製

　
幼
少
時
か
ら
の
体
験
を
通
じ
た
伝
統
の
継
承
・
後
継
の
育
成
を

目
指
し
、
秋
篠
宮
悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生
を
奉
祝
し
調
製
。

◆
◆
◆
氏
子
み
ん
な
が
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
◆
◆
◆

　
御
本
社
大
神
輿
の
勇
壮
な
神
輿
振
り
を
支
え
る
四
間
半（
8.1ｍ
）の

担
ぎ
棒
が
修
繕
を
終
え
、
御
神
幸
祭
を
迎
え
ま
す
。

　
当
社
は
、
先
の
大
戦
空
襲
に
よ
り
御
本
殿
・
神
輿
庫
を
除
く

諸
建
造
物
が
灰
燼
に
帰
し
、
担
ぎ
棒
も
焼
失
し
ま
し
た
。

　
戦
後
第
一
回
の
天
王
祭
御
神
幸
祭
。未
だ
連
合
国
軍
占
領
下
で

あ
る
昭
和
二
十
六
年
の
斎
行
に
際
し
、
現
在
の
担
ぎ
棒
が
篤
志
の

宮
元
有
志
に
よ
り
御
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
修
繕
を
担
当

し
た
神
輿
店
か
ら
は
、「
現
在
、
同
等
材
で
の
製
作
は
困
難
」
な
ほ
ど

優
等
の
国
産
ヒ
ノ
キ
材
が
用
い
ら
れ
、「
都
内
で
も
こ
れ
ほ
ど
良
材

の
担
ぎ
棒
は
残
って
お
ら
ず
、
後
世
に
自
慢
で
き
る
財
産
」
と
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
戦
後
間
も
な
い
と
き
に
、
斯
様
に
も
優
れ
た
材
を
求
め
、
地
域

伝
統
文
化
の
復
興
継
承
に
御
尽
力
さ
れ
た
先
人
た
ち
。
そ
れ
を
見
て

受
け
継
ぎ
語
り
継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
に
お
い
て
前
記
の
大
･
中
･
小

宮
神
輿
の
調
製
修
繕
と
、
今
般
の
「
も
み
綱
」
新
調
。《
受
か
ら
授
･

私
か
ら
公
》へ
と
成
長
変
化
し
、
無
数
の【
過
去
の
今
】の
蓄
積
が

【
現
在
の
今
】
と
な
り
、本
年
一
月
に
荒
川
区
無
形
民
俗
文
化
財
登
録

と
な
り
ま
し
た
。

　
千
貫
神
輿
･
神
輿
振
り
。
威
勢
の
い
い
若
者
だ
け
が
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
掛
け
声
･
手
拍
子
の
お
爺
さ
ん
お
婆
さ
ん
、
山
車
を

曳
く
お
子
さ
ん
た
ち
、
割
烹
着
姿
の
婦
人
部
や
交
通
整
理
に
徹
し
て

く
だ
さ
る
方
々
…
…
。
老
若
男
女
の
区
別
な
く
、
先
人
た
ち
と
共
に
、

氏
子
み
ん
な
が
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
。

文
化
財
保
持
者

地
元
高
張

地
元
高
張

先
導

猿
田
彦
命

先
導
神
職

笹
団
子

　
囃
子
方

御
神
輿

本
社
役
員
・
総
代
・
祭
禮
委
員 鉄

杖

道
中
祓

木
遣
方

大
太
鼓

真
榊

地
区
正
副

委
　

員
　

長

（

　
　
　

）

白
丁

白
丁

白
丁

白
丁

白
丁

御
社
銘
旗

錦
旗

稚
児
行
列
（
町
屋
地
区
・
三
河
島
地
区
）

（
南
千
住
三
之
輪
地
区
）

錦
旗

介
添

手
古
舞
行
列

（
騎
馬
）

（
地
元
）

（
神
職
）

大
麻

切
麻

後
衛
神
職

（
騎
馬
）

白
丁

●
御
本
社
大
神
輿（
鳳
車
）の
高
さ
は
車
か
ら
鳥
ま
で
十
三
尺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
口
六
尺
七
寸
、
奥
行
九
尺
、
引
手
五
尺
三
寸

西
鳥
居

町屋方
宮出し

裏　　　　1C  K

宮
迎
え

荒
川
ふ
る
さ
と

文
化
館 南

千
住

三
之
輪

三
河
島

町

　屋

南
千
住

三
之
輪

三
河
島

町

　屋

三
十
二
ヶ
町

二
ヶ
町

十
二
ヶ
町

十
五
ヶ
町

祝 
荒川
区無形民俗文化財登録

平成戊戌


